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消化液はアンモニア揮散抑制のため施用直後すみやかに土壌混和することが望ましい。しか
し、散布・混和を一連の作業とすると散布作業時期が限られ、消化液の利用がすすまない一因
となっている。
そこで、実際に利用されている消化液および圃場土を用い、土壌混和や散布時温度などがア

ンモニア揮散に与える影響を調査した。

目 的

方 法

結果・考察

・右図のとおり、1/5000aワグネルポットを密閉しチャンバーとしてアンモニア
揮散量を3反復（草地のみ2反復）で測定

アンモニア捕集 0.5％希硫酸100ml、希硫酸は1日1回交換

密閉方法 布テープにより密閉

調査期間 消化液散布後7日間

散布時期 春季R2.4.20～4.27、平均気温2.1℃～6.5℃（平均4.8℃）
夏季R2.8.5～8.12、平均気温16.7℃～24.9℃（平均21.2℃）

試験処理 消化液散布後の混和の有無
草地への施用（夏季のみ）

供試消化液 瓜幕バイオガスプラントより採取
pH7.7～7.8、乾物率3.9～5.1％、
アンモニア態窒素0.20～0.22％
ポットあたり100g（10aあたり5t）散布

供試土壌 鹿追町農業者圃場の黒ボク土
春季pH5.8、夏季ｐH6.2

供試草地 清水町農業者草地（黒ボク土）、pH 5.8

 混和するとアンモニア揮散は極めて
少ない。

 気温の低い春季に比べ、高い夏季で
揮散量が多い。

 夏季草地で最も揮散が多く、次いで
夏季非混和で多い。

 最も揮散の多かった夏季草地におい
ても揮散量は2％未満。

 揮散の多かった夏季非混和・夏季草
地では1日目に全揮散量の3～4割が
揮散した。

以上の結果より

気温が高く土壌表面に消化液が残留
した条件で相対的にアンモニア揮散
は多くなるものの、最大でも2％未
満と少なく、消化液の土壌浸透が早
く揮散が抑制されたと考えられる。
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非混和時におけるアンモニア揮散量が軽微であったことから、消化液散布時直後に土壌混和
する必要は無く、散布作業時期を拡大できると考えられる。

ただし、気温が高く、消化液が土壌表面に長く滞留する場合は、アンモニア揮散予防のため
すみやかな土壌混和が望ましい。
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